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一 般 会 計 決 算 内 訳

歳入

歳入
550.4億

円

国庫支出金
76億554万円

（13.8%）

市　税
199億6,255万円

（36.3%）

地方交付税
61億8,637万円

（11.2%）

諸収入
39億4,143万円

（7.2%）

県支出金
47億3,848万円

（8.6%）

市　債
41億603万円

（7.5%）

地方消費税交付金
27億2,606万円

（5.0%）

繰入金
18億4,218万円

（3.4%）

その他
39億3,109万円

（7.0%）

歳出

土木費
63億3,233万円

（11.9%）

民生費
212億3,992万円

（39.9%）

衛生費
37億9,300万円

（7.1%）

教育費
51億5,352万円

（9.7%）

商工費
48億831万円

（9.0%）

公債費
45億9,917万円

（8.7%）

総務費
37億2,361万円

（7.0%）

消防費
17億9,931万円

（3.4%）

その他
17億2,338万円

（3.3%）

特 別 会 計 決 算 額
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

介護保険（保険事業勘定） 128億6,617万円 127億1,348万円

国民健康保険（事業勘定） 153億9,649万円 153億9,371万円

後 期 高 齢 者 医 療 18億5,373万円 18億2,247万円

太 陽 光 発 電 事 業 6,210万円 5,754万円

農 業 集 落 排 水 事 業 6,742万円 6,742万円

公 共 下 水 道 事 業 61億3,254万円 58億7,927万円

堀里ニュータウン下水処理事業 3,954万円 1,184万円

　

市
の
令
和
元
年
度
決
算
が
ま
と
ま

り
、
９
月
に
開
か
れ
た
市
議
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
平
成
30
年
度
決
算

対
比
で
歳
入
が
１
・
２
％
、
歳
出
が

１
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
収
支
額
は
13
億
７
３
３
８
万

円
の
黒
字
で
、
５
億
円
を
財
政
調
整

基
金
に
、
２
億
５
千
万
円
を
減
債
基

金
に
積
み
立
て
、
残
り
を
令
和
２
年

度
繰
越
金
と
し
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
判
断
比

率
も
、
国
の
定
め
る
基
準
を
下
回
り
、

財
政
状
況
は
健
全
で
あ
る
と
い
う
結

果
が
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
大
幅
な
減

収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
歳
入
歳
出
と

も
に
精
査
し
て
、
真
に
必
要
と
な
る

事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
な
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

550億 3 ,973万円
前年度対比 +6 億 4,899 万円、+1.2％歳出 531億 7 ,255万円

前年度対比 +6 億 5,866 万円、+1.3％

一般会計歳出合計は
531 億 7,255 万円

財政課・☎⑳２１０６

市民 1 人当たりの額（一般会計）

531.7億
円

１人当たりが
負担した額（市税）

14万621円

１人当たりに
使われた額

37万4,560円

※差額の23万3,939円は、国・県の補助金
や地方交付税などでまかなわれています。
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お
知
ら
せ

税

福 　

 

祉

募 　

 

集

子  

育  

て

健 　

 

康

働 　

 

く

講
座
・
教
室

イ
ベ
ン
ト

施 　

 

設

相 　

 

談

▶実質赤字比率＝一般会計などの赤
　字が経常的な収入に占める割合
▶連結実質赤字比率＝すべての会計
　の赤字が経常的な収入に占める割合
▶実質公債費比率＝地方債（国や銀
　行などからの借入金）の返済額が経
　常的な収入に占める割合
▶将来負担比率＝将来負担すること
　になっている負債額が経常的な収入
　に占める割合
▶資金不足比率＝各公営企業の資金
　不足額が受託収益を除いた営業収益
　に占める割合

実 質 赤 字 比 率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資金不足比率

財政悪化財政健全
財政再生基準
（赤  信  号）

早期健全化基準
（黄 色 信 号）

11.85％

16.85％

25％

350％

20％
経
営
悪
化

赤字なし

赤字なし

7.3％ 前年度
7.4％

実質的負担なし 前年度
なし

資金不足なし

足利市の
指　標

経営健全化基準（黄色信号）

※資金不足比率の対象は太陽光発電事業、農業集落排水事業、
　公共下水道事業、水道事業、工業用水道事業です。

財
政
悪
化

０％

０％

連結実質赤字比率

健 全 化
判断比率

　いずれの指標とも国の基準を下回り、財政状況は健全であるという結果が出ました。なお、この指
標は、基準より低い数値であるほど、財政状況が健全であると判定されます。

前年度
なし

前年度
なし

前年度
なし

20％

30％

35％

健全化判断比率・資金不足比率

令和元年度に取り組んだ主な事業

▲立地企業の建設が続々と始まる
　あがた駅南産業団地

▲きれいに改修された陸上競技場　
　走路

▲映像関連会社が市内業者に発注し
　建設された映画撮影の大型セット

▲ＪＲ足利駅構内の移住・定住相談センター

▶結婚・子育て・学びあいプロジェクト
〇放課後児童クラブの運営委託、運営費の補助など 
　 2億8,695万円
〇産婦健診、産後ケアの実施 718万円
〇こども医療費の現物給付対象拡大 4億7,715万円
▶元気なしごとづくりプロジェクト
〇あがた駅南産業団地の開発 1億3,915万円
〇南部地域土地改良事業 498万円
▶まちの魅力発信プロジェクト
〇シティプロモーションの推進 345万円
〇移住・定住相談センターの開設・運営など
　 899万円
〇空家解体費補助金などの空き家対策費
　 2,065万円
▶映像のまち構想プロジェクト
〇ロケーション補助、あしかが映像まつり、
　ロケ地バスツアーなど 1,703万円

▶スマートウェルネスシティプロジェクト
〇健幸づくり推進事業 268万円
〇まちじゅう・スポーツ健幸ジム事業 52万円
▶公共施設の最適化プロジェクト
〇生涯学習センター複合化整備 4,764万円
〇小・中学校の水泳授業の民間プール等活用　
　 107万円
〇新焼却施設等建設事業 1億5,990万円
▶その他（地方創生総合戦略事業など）
〇陸上競技場走路の全面改修 2億2,555万円
〇国体に向けた硬式野球場の再整備 1億2,499万円


